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〈教育ノート〉
保育・教育課程に基づく年間指導計画の
形成的評価とアセスメントの重要性
──3歳から 4歳における人物画を題材にした
指導計画の創案と個別の指導計画の活用──
堀 田 千 絵＊，花 咲 宣 子＊＊，堀 田 伊久子＊＊＊
The importance of the formative evaluation and assessment in childcare’s curriculum :
The use of the individual’s guidance program on the subject
of the human figure drawing in three to four year old children
Chie Hotta, Nobuko Hanasaki and Ikuko Hotta
要旨：本報告の目的は、第 1に、おおむね 3歳から 4歳を対象に人物画を主題とした
年間の指導計画を開発すること、第 2に、第 1を実施したことによる実践結果とその
評価を報告すること、第 3に、第 2からより良い保育の計画を目指した改善案を提示
することにある。特に、第 1における年間を通した保育者による指導の中核は、子ど
も自身が自分の顔や体を触り、その後自己の身体がどこであったかを想起しながら描
出するように求めるといったところにある。これらの指導計画の実施により、年間を
通した関わりは幼児の人物画描出の水準を高めるといった効果を示した。最後に、こ
れらの人物画描出における形成的評価の重要性を強調し、より良い保育の計画を目指
した方策について考察した。
Abstract : The aim of this study is first is that to discover the year-long guidance plan on
the subject of the human figure drawing in three- to four-year old children ; second is that
report the results and the evaluations by conducting our plan ; third is that produce the im-
provement for better childcare program. In detail, the core guidance by teacher throughout
the year-long is that they instructed children to touch the area of self-face to body and after
that, they were asked to draw the self with remembering where any self-body are. The re-
sults by conducting the guidance plan we indicated that year-long intervention could have
dramatic effects on the performance of human figure drawing. Finally, we emphasized the
importance of the formative evaluation on human figure drawings and discussed the some
ideas for better childcare program.
Key words：人物画 Human figure drawing 保育課程 childcare’s curriculum 保育の計画 childcare
program アセスメント assessment 形成的評価 formative evaluation
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Ⅰ．はじめに
近年、発達障害を有す児童生徒は約 6
％、特に広汎性発達障害（自閉症スペクト
ラム障害）は一般人口の 7％を越えるとの
報告があり、これまで以上に通常学級の中
で、障害の有無にかかわらず配慮児を想定
した教育課程編成は必要不可欠であること
が推察される1, 2）。この根はすでに乳幼児
期にあり、保育所、幼稚園において配慮児
を意識した実用可能な保育・教育課程編成
を創案し、支援の具現化を図る必要があ
る。しかし、保育士、幼稚園教諭が、保育
・教育課程編成の中で指導計画を有効に活
用し乳幼児の支援や環境構成の改善に結び
つけるに至っているか、また実感できてい
るかといえばそうではない3, 4）。保育者の
このような困り感は、確定診断には至らな
いものの発達障害特性を有する幼児にはよ
り顕著にみられるものである3）。さらにこ
れらの調査結果は、現在をより良く生き、
望ましい未来をつくり出す力の基礎を培う
ための子ども主体の保育の計画である5）は
ずが、保育課程に基づく指導計画を達成す
るための保育となっている可能性を示唆す
るものである。本研究は、これらの実際上
の問題を鑑み、保育課程に基づいた指導計
画の作成、及び年間を通した計画の見直し
としてのアセスメントを介入させた形成的
評価が、子どもの発達的変化や保育者の評
価に及ぼす影響について、人物画を題材に
し、報告することとする。また、本報告で
は、個別に配慮を要する幼児については個
別の指導計画として作成を試みた。
特に本報告が人物画を題材とする理由は
以下の 2点である。第 1に、現代の子ども
の発達的な停滞がみてとれる表現領域の 1
つに描画が指摘されている点6, 7）である。
現代の子どもの発達状況を踏まえ、育てた
い子どもの種々の育ちの側面を、園独自に
指導計画を設定することが重要視されてい
る昨今において、表現領域のうち、人物画
描出に焦点を当て指導内容を吟味すること
は、保育所保育指針や幼稚園教育要領の理
念に見合うばかりでなく、子どもの発達支
援を促す保育においては重要な領域と考え
られる。第 2に、人物画は知的面や情緒面
を数量的に測定することのできる指標とし
てアセスメント可能であり8～10）、保育者が
実施した指導内容の振り返りを客観的に行
うことができる点で、保育指導計画の見直
しには有用な点である。というのも、保育
活動の多くは保育者の主観や経験に基づい
て子どもの育ちを評価することになり、そ
のことで、保育者は自身の指導内容が適切
であったかフィードバックを得にくい現状
がある3, 4）。これは、保育者の主観や経験
に基づく評価を否定するわけではない。し
かし人物画は、子どもの描いた描出内容か
ら描出得点を算出し、発達水準を導き出す
ことができる点で、保育者の活動の振り返
りを客観視できる活動の 1つといえ、この
活動における振り返りの方法が、他の保育
活動の際にも参考となることが期待され
る。人物画に焦点を絞ることは、表現領域
のほんの一部に過ぎないという意見もある
かもしれないが、子ども個々の育ちと発達
水準との比較からみた振り返りが可能とな
り、客観的に指導計画の改善を行うために
は必要な活動と捉えることもできよう。こ
のときに留意すべき点は、人物画の描出水
準を向上させることが保育のねらいや指導
目標に設定されることを意味するわけでは
ないことである。また、描出水準のみで指
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導計画の振り返りを行うわけでもない。人
物画描出を通じて、後述する養護と教育を
一体的に捉えた発達的視点が促されること
を評価として重要視している点を強調して
おく。さらに本報告の目指すところは、前
述したように人物画を題材とした保育指導
計画の作成と見直しを提示することで、他
の保育活動にもその取組が般化することに
ある。あくまで本研究は、表現領域の中で
も人物画描出に焦点を絞り、指導計画の作
成と報告を試みたが、この活動のみで子ど
もの育ちを支えることができることを強調
したいわけではない。
1．目的
以上を念頭に置き、以下では本報告の概
要を先に示す。本報告は、第 1に、特に描
出遅延が顕著になる 5歳以前の子どもたち
を対象とし、身体部位や身体の機能につい
て関心が高まる 4歳という発達段階を考慮
した上で、おおむね 3歳児から 4歳児を対
象に、保育課程を基盤とした保育の内容を
人物画描出によって育まれることが期待さ
れる観点との接点によって作成することを
目的とする。第 2に、第 1を参考に、保育
のねらいと各期を配慮した年間指導計画を
作成する。第 3に、それらの指導計画の実
行と、保育者の質的、量的、主観的評価を
含む形成的評価における子どもの成長過程
の記録を報告する。これらと並行し、要配
慮児における個別の指導計画についても作
成し評価することとする。第 4に、本報告
において作成した年間指導計画における修
正・改善点を明確にする。
以上を報告する前に、人物画描出を題材
とする意義について述べることとする。
Ⅱ．人物画描出を題材とすることの意義
人物画描出は、多くの発達的側面を後押
しする活動である7）とともに、描かれた内
容から発達指数を提示することができる
点7～10）で、現在の子どもの発達水準を客観
的に窺い知ることができる題材である。本
来の検査目的とは違うが、描画から算出さ
れた発達指数を、日々の保育のかかわりを
見直すための一つの補助道具として活用す
れば、関わる保育者は保育課程に基づく指
導計画の実行が子どもにとって効果をもつ
ものであったか、客観的に評価を得ること
ができる。ここでいう描出の発達指数は、
グッドイナフ人物画発達検査10）を用い、子
どもが描いた顔の輪郭、目、口、鼻などを
得点化し、描出年齢として算出される。例
えば、顔の輪郭、目、口、鼻は 4点と得点
化され、グッドイナフによればこれは 3歳
6 か月水準として算出される。この評価
は、日常生活の中に散在した子どもの変化
を漠然と捉えるのではなく、的確に捉える
手段として有用である点が人物画を取り上
げる 1つめの意義である。当然、子どもの
現在の発達を人物画発達水準によってのみ
捉えることを意味するわけでもなければ、
発達水準を客観的に提示することのみで子
どもの理解を深めることができることを主
張するわけでもない。ここで強調するの
は、子どもの成長が感じられる日々の膨大
なサインの中に、発達水準を客観的に窺い
知ることのできる一部の題材を手元に置く
ことで、子ども一人ひとりの育ち、集団の
育ちから、積み上がってきた側面、積み残
しの部分、保育者のかかわりの改善点をよ
り明示できることが可能となるということ
である。
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人物画描出を題材とすることの意義の 2
点目は、上述したように、人物画の描出が
以下の多くの発達的側面を後押しする点で
ある7）。第 1に、目と手の協応、四肢や体
幹、手首や手指の運動の制御といった運動
機能である。第 2に、人物画を描く過程で
生じる自己や他者への意識、それに伴う注
意深い観察、身体部位の形態や構造の表象
とそれを二次元の紙面上に表出する機能
と、口は小さく顔は大きく描き、髪は濃く
強く塗りつぶす等といったプランニングと
いった操作に関する機能である。第 3に、
描き方を知りたい、描いた人物画について
保育者や他児に伝えようとする、また伝え
るために理解しようとするといった言語理
解・言語表出の側面である。第 4に、人物
画を通して生じる他者と相互にやり取りを
する対人相互性の側面などである。これら
の発達的側面は、必然的に自分で描きたい
といった主体性、自分で描けたといった満
足感や自己肯定感を育むと当時に、他者と
の相互のやり取りを通じて体感される自己
や周囲の世界への信頼感の形成といった幼
児期に獲得される主題とも密接に関連する
ものである。
以上のように、人物画を題材とすること
は、他の表現領域の活動にも通ずるもので
はあるが、運動機能、知覚、注意、象徴機
能、記憶、言語、思考、問題解決といった
広い意味での認知的側面と対子どもや対大
人との対人相互的な社会性の側面、これら
の土台となる欲求や動機、情緒面の安定と
いった多くの発達の側面に良い影響を及ぼ
すことがわかる11～13）。特に、象徴機能や
観察力を発揮させ、遊びの内容に進展が認
められるようになる 3歳後半からこれらの
活動の積極的な導入と人的・物的環境の適
切なしかけによって、より効果が発揮され
るものといえる。次節では、人物画描出に
よって促進されることが期待される発達的
側面を、保育所保育指針によって規定され
ている保育の内容に照らし合わせ、特にお
おむね 3歳と 4歳の発達的特性を踏まえ、
述べることとする。ここで留意すべき点
は、上述したように、人物画の描出水準を
高めることが幼稚園教育や保育の目指すと
ころではなく、人物画描出を通じて促され
る養護・教育的側面が遊びを通じて行われ
る総合的な学びの中に位置づけられ、評価
されるべきであるという点である。
人物画を題材とすることの意義の 3点目
は、年長児において顕著に認められる人物
画描出能力の低下に対する改善策を提示す
ることができる点である。川越ら6）は、101
人の 5、6歳の保育園児を対象に、グッド
イナフ人物画テスト8, 10）を実施し、1977年
時点と比べ約 6か月の描出遅延が認められ
ること（同様に7））、さらにそれは男児に
おいて顕著であったこと、新版 K 式発達
検査の項目である三角形模写ができない子
どもに認められることが明らかとなった。
人物画発達の遅延の 1つの理由として考え
られるのは、日常生活において絵を描く機
会が減っていることからくる問題も指摘さ
れている14）。どのように表現活動を支援す
ると、幼児が楽しみながら活動を持続でき
るのかわからないなどといった保育者の意
見も聞かれ3, 4）、保育者にとっても何をど
のように支援すればよいのかわからないと
いった問題が起きていることが窺われる。
上述したように、人物画の描出は、様々な
発達的な側面と密接に関係しているため、
描出遅延は他の発達にも悪影響を及ぼすこ
とは十分に考えられる。実際に、描出遅延
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の顕著な年長児は手指の巧緻性にかかわる
筋運動系の遅延も著しく、日常生活でも問
題行動を示す子どもであることが報告され
ている7）。人物画描出のみで発達のすべて
の側面を記述することや描出支援を行えば
他の発達的側面が改善されるといった短絡
的な考えは極めて危険であるが、描出遅延
は描く機会の減少、描く能力の低下にとど
まらず他の発達的側面を停滞させる可能性
を有すため、積極的な支援を必要とする重
要な表現領域である点で、題材とするには
有意義である。
Ⅲ．人物画の描出が保育課程の基盤
となる養護と教育の領域に与える影響
～3歳と 4歳～
以降では本研究の目標である第 1、第 2
点目の達成を目的とする。すなわち、人物
画描出によって育まれることが期待される
観点を、おおむね 3歳から 4歳を対象に、
保育課程を基盤とした保育の内容と照合さ
せ作成し、その結果を表 1 に示す。第 2
に、第 1を参考に、保育のねらいと各期を
配慮した年間指導計画を作成し、表 2にそ
の結果を示す。これらを報告する前に、作
成の土台となる保育の目標、及び方法を簡
単に述べる。
1 保育の原理を踏まえる
保育の目標は、生涯にわたる人間形成に
とって極めて重要な時期である幼児期の生
活の大半の場となる保育所において、子ど
もが現在を最も良く生き、望ましい未来を
つくりだす力の基礎を培うことにあり、子
どもと保護者の安定した関係に配慮し、保
育所の特性や保育士の専門性を活かして援
助に当たることが期待されている5）。
特に、養護の行き届いた環境の下に、く
つろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲求
を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図
ることや、人との関わりの中で自主性や自
立、協調の態度を養うこと、相手の話を理
解しようとする意欲や態度とともに言葉の
豊かさを養うこと、様々な体験を通して豊
かな感性や表現力を育み、創造性の芽生え
を培うことなどに力点が置かれる。日々の
保育一つひとつがこれらの目標の達成と結
びついているか常に行きつ戻りつ活動が成
されていくことになる。
これらの目標の達成に向け、保育者が留
意すべき保育の方法は以下の通りである。
一人ひとりの子どもの状況の実態を把握す
るとともに、子どもが安心感と信頼感をも
って活動できるよう、子どもの主体として
の思いや願いを受けとめ、自発的、意欲的
に関われるような環境を構成し、子どもの
主体的な活動や子ども相互の関わりを大切
にすること、自己を十分に発揮できる環境
を整えることである。また、一人一人の発
達過程の十分な配慮とともに、子ども相互
の関係づくりや互いに尊重する心を大切に
し、集団における活動を効果あるものにす
るよう援助することにあり、これらが生活
や遊びを通して乳幼児期にふさわしい体験
が得られるように総合的に保育する姿勢が
求められる。またこれらの保育は、適切な
保育の環境とともにあり、保育士や子ども
といった人的環境、施設や遊具などの物的
環境、更には自然や社会の事象といった場
の環境が相互に関連し合い、子どもの生活
の安全を配慮するとともに豊かなものとな
るよう、計画的に環境を構成する必要があ
る。
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2 人物画を題材とした 3歳児、4 歳児に
おける発達過程を踏まえた保育の内容
保育所保育指針において、子どもの発達
過程は、おおむね 6か月未満、おおむね 6
か月から 1歳 3か月未満、おおむね 1歳 3
か月から 2歳未満、おおむね 2 歳、3 歳、
4歳、5歳、6歳という 8つの区分として
捉えている。この区分によって子どもの発
達過程を、過去、現在、未来と連続的に捉
えるとともに、おおよその区分と生活月齢
との照合により保育が進めることができる
よう工夫されたものと考えることができ
る。本報告が焦点を当てる人物画は、上述
したように、3歳代からの関わりによって
より効果を発揮するため、以降では 3 歳
児、4歳児における発達特性を踏まえ、人
物画の描出活動と養護、教育的側面の接点
を、保育所保育指針に則り表 1に述べた。
3 人物画描出活動によって培われる側面
と保育のねらい及び内容の各領域との
接点
表 1は、前述した保育の目標をより具体
化した「ねらい」とそれを達成するための
「内容」について示した。さらに、「ねら
い」と「内容」は、「養護にかかわるねら
い及び内容」と「教育にかかわるねらい及
び内容」に細分化させながらも一体とした
ものとして捉える視点に配慮し、人物画描
出との接点を明らかにした。また、「内容」
は、子どもの生活やその状況に応じて保育
士などが適切に行う事項と、保育士等が援
助して子どもが環境にかかわって経験する
事項を含んでおり5）、保育者の援助配慮と
子どもの視座に立つ両者の視点から捉える
ことで、より保育を体系的に捉えようとす
る保育所保育指針の枠組みに併せ作成し
た。
作成上の留意点は、人物画描出活動が養
護・教育のそれぞれのどういった側面を培
うかを明確にさせると同時に、それぞれの
側面は相互に関連し合い、連動して発達の
過程に影響を与えることに配慮することで
ある5, 15）。例えば、「環境」領域に該当す
る「描出の際に、自分の身体部位を鏡で見
たり、触れたりすることで、大きさや形
状、厚みなどの感覚を味わいながら、それ
らをクレヨンや絵の具等を使い、考えなが
ら描くようになる」は、自分の身体部位を
触れる中で、身体部位の名称を保育者から
聞き、自然に言語として発しながら覚えて
いくことが想定され、「言葉」や「人間関
係」の側面も相互に影響を受ける。また、
実際の描出活動の過程では、描出の土台と
なる想像力を働かせ、クレヨンや絵の具を
用いて手指機能が鍛えられることになり、
「表現」「健康」領域も積み重なりをもって
促されることになる。描きたい欲求や活動
への没頭につながる「情緒の安定」といっ
た養護的側面は、上述の教育的側面 5領域
の土台となり、子どもの知的好奇心や探索
意欲を引き出すことにつながる。没頭し夢
中になることによって、子どもなりの発見
や気づきが得られ、発達の過程に影響を与
えることを鑑みれば、養護的側面が教育的
側面と一体として捉えられることの重要性
は十分に理解できる。
ここで保育所保育指針における保育の内
容を土台とし、人物画描出によって育まれ
ることが期待される子どもの心情・意欲・
態度は、保育者の応答的な関わりを中心と
した適切な援助や他児との相互作用といっ
た人的環境、描出に関わる物的・場的な環
境との相互のやり取りを通じて培われるも
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表
1
保
育
所
保
育
指
針
に
お
け
る
保
育
の
内
容
～
特
に
人
物
画
描
出
と
密
接
に
関
連
す
る
事
項
か
ら
～
お
お
む
ね
3
歳
・
4
歳
を
中
心
に
～
ね
ら
い
内
容
人
物
画
描
出
の
活
動
と
保
育
の
内
容
と
の
接
点
保
育
士
等
が
適
切
に
行
う
事
項
子
ど
も
が
環
境
に
か
か
わ
っ
て
経
験
す
る
事
項
心
情
意
欲
態
度
養 護 に か か わ る ね ら い 及 び 内 容
一 体 と し て 総 合 的 に 捉 え る
生
命
の
保
持
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
理
的
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
清
潔
で
安
全
な
環
境
を
整
え
、
適
切
な
援
助
や
応
答
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
生
理
的
欲
求
を
満
た
し
意
欲
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
発
達
過
程
等
に
応
じ
た
適
切
な
生
活
リ
ズ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
適
切
に
援
助
す
る
自
分
で
描
き
た
い
と
い
う
自
発
性
や
意
欲
が
促
さ
れ
、
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
描
い
た
と
い
う
満
足
感
と
描
い
た
も
の
を
保
育
者
や
他
児
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
肯
定
す
る
感
情
、
自
信
が
育
ま
れ
る
情
緒
の
安
定
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
自
分
の
気
持
ち
や
欲
求
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
、
主
体
と
し
て
育
ち
、
自
分
を
肯
定
す
る
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
す
る
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
お
か
れ
て
い
る
状
態
や
発
達
過
程
を
把
握
し
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
容
・
共
感
し
、
欲
求
を
満
た
し
な
が
ら
応
答
的
な
触
れ
合
い
や
言
葉
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
し
、
自
発
性
や
探
索
意
欲
な
ど
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
分
へ
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
成
長
の
過
程
を
見
守
り
な
が
ら
継
続
的
な
信
頼
関
係
を
築
く
教 育 に 関 わ る ね ら い 及 び 内 容
健
康
明
る
く
伸
び
伸
び
と
行
動
し
、
充
実
感
を
味
わ
う
保
育
士
や
友
達
と
触
れ
合
い
、
安
定
感
を
持
っ
て
生
活
す
る
中
で
十
分
に
体
を
動
か
し
、
活
動
に
親
し
み
を
も
っ
て
楽
し
ん
で
取
り
組
む
描
出
に
よ
っ
て
四
肢
や
体
幹
、
手
首
や
手
指
等
の
運
動
機
能
が
使
わ
れ
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
と
行
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
人
間
関
係
自
分
の
力
で
行
動
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
、
身
近
な
人
と
親
し
み
、
か
か
わ
り
を
深
め
、
信
頼
感
を
も
つ
身
近
な
大
人
や
友
だ
ち
に
関
心
を
も
ち
、
模
倣
し
て
遊
ん
だ
り
、
自
ら
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
と
と
も
に
共
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
り
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
描
出
の
過
程
で
描
き
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
保
育
士
に
た
ず
ね
た
り
、
友
達
の
描
き
方
を
模
倣
す
る
こ
と
、
描
い
た
も
の
を
友
達
や
保
育
士
と
語
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
、
自
分
で
描
き
た
い
欲
求
や
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
。
ま
た
自
分
や
他
者
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
自
分
や
他
者
の
考
え
や
気
持
ち
に
よ
り
注
意
が
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
環
境
身
近
な
事
物
を
み
た
り
考
え
た
り
、
扱
っ
た
り
す
る
中
で
、
物
の
性
質
や
数
量
、
文
字
な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
安
心
で
き
る
人
的
・
物
的
環
境
を
も
と
に
、
聞
く
・
見
る
・
触
れ
る
・
嗅
ぐ
、
味
わ
う
な
ど
の
感
覚
の
働
き
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
わ
り
、
考
え
た
り
、
試
し
た
り
し
て
工
夫
し
遊
ぶ
中
で
、
数
や
図
形
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
描
出
の
際
に
、
自
分
の
身
体
部
位
を
鏡
で
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
大
き
さ
や
形
状
、
厚
み
な
ど
の
感
覚
を
味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
等
を
使
い
、
考
え
な
が
ら
描
く
よ
う
に
な
る
言
葉
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
話
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
、
日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
保
育
士
な
ど
や
友
だ
ち
と
心
を
通
わ
せ
る
保
育
士
な
ど
の
応
答
的
な
関
わ
り
や
話
し
か
け
や
一
緒
に
遊
ぶ
中
で
、
自
ら
言
葉
を
使
お
う
と
し
た
り
、
ご
っ
こ
遊
び
な
ど
を
す
る
中
で
言
葉
の
や
り
取
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
友
達
や
保
育
士
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
見
聞
き
し
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
中
で
、
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
豊
か
に
す
る
人
物
画
の
描
出
過
程
や
描
出
後
に
、
自
分
や
他
児
が
描
い
た
内
容
を
題
材
に
、
身
体
部
位
の
名
称
や
形
状
、
色
な
ど
を
話
す
う
ち
に
、
物
の
名
称
や
用
途
に
つ
い
て
の
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
他
児
に
は
描
か
れ
て
い
て
自
分
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
内
容
に
気
づ
い
た
り
す
る
中
で
、
子
ど
も
な
り
の
気
づ
き
や
発
見
が
得
ら
れ
る
表
現
い
ろ
い
ろ
な
物
の
美
し
さ
な
ど
に
対
す
る
豊
か
な
感
性
を
も
つ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
現
し
て
楽
し
む
、
生
活
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
様
々
な
表
現
を
楽
し
む
水
や
紙
な
ど
様
々
な
素
材
に
触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
、
生
活
の
中
で
様
々
な
色
、
形
、
手
触
り
、
動
き
な
ど
に
気
づ
い
た
り
感
じ
た
り
し
て
楽
し
む
と
と
も
に
、
自
由
に
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
す
る
中
で
、
工
夫
し
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う
鉛
筆
や
絵
の
具
、
紙
の
大
き
さ
や
色
な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
自
由
に
、
か
つ
よ
り
良
く
描
こ
う
と
す
る
中
で
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
精
一
杯
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
発 達 過 程
お
お
む
ね
3
歳
の
発
達
過
程
基
本
的
な
運
動
機
能
が
伸
び
、
そ
れ
に
伴
い
、
食
事
、
排
泄
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
も
ほ
ぼ
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
話
し
言
葉
の
基
礎
が
で
き
て
、
盛
ん
に
質
問
す
る
な
ど
知
的
興
味
や
関
心
が
高
ま
る
。
自
我
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
と
も
に
、
友
達
と
の
関
わ
り
が
多
く
な
る
が
、
実
際
に
は
、
同
じ
場
所
で
同
じ
よ
う
な
遊
び
を
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
並
行
遊
び
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
大
人
の
行
動
や
日
常
生
活
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
を
ご
っ
こ
遊
び
に
取
り
入
れ
た
り
、
象
徴
機
能
や
観
察
力
を
発
揮
し
て
、
遊
び
の
内
容
に
発
展
性
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
予
想
や
意
図
、
期
待
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
四
肢
や
体
幹
を
自
分
の
思
い
通
り
に
制
御
す
る
基
本
的
な
運
動
機
能
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
時
期
に
入
り
、
自
発
的
に
物
を
描
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
同
時
に
、
自
分
を
描
く
と
い
う
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
描
く
時
に
必
要
に
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
知
的
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
自
分
で
描
き
た
い
と
い
う
欲
求
も
高
ま
っ
て
く
る
。
上
手
に
描
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
予
想
や
意
図
な
ど
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
お
お
む
ね
4
歳
の
発
達
過
程
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
能
力
が
発
達
し
、
体
の
動
き
が
巧
み
に
な
る
。
自
然
な
ど
身
近
な
環
境
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
様
々
な
物
の
特
性
を
知
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
わ
り
方
や
遊
び
方
を
体
得
し
て
い
く
。
想
像
力
が
豊
か
に
な
り
、
目
的
を
持
っ
て
行
動
し
、
つ
く
っ
た
り
、
か
い
た
り
、
試
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
自
分
の
行
動
や
そ
の
結
果
を
予
測
し
不
安
に
な
る
な
ど
の
葛
藤
を
経
験
す
る
。
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
る
中
で
、
け
ん
か
も
増
え
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
決
ま
り
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
守
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
感
情
が
豊
か
に
な
り
、
身
近
な
人
の
気
持
ち
を
察
し
、
少
し
ず
つ
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
た
り
、
我
慢
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
基
本
的
な
運
動
機
能
に
加
え
、
手
首
や
手
指
の
巧
緻
な
微
細
運
動
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
象
徴
機
能
や
観
察
力
を
土
台
と
し
、
さ
ら
に
想
像
力
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
描
出
の
際
に
も
自
発
的
な
言
動
が
多
く
な
る
。
同
時
に
、
予
測
や
期
待
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
描
く
前
に
失
敗
へ
の
予
期
不
安
や
、
予
想
通
り
に
描
け
な
い
こ
と
へ
の
不
満
か
ら
葛
藤
を
経
験
し
、
描
出
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
感
情
を
体
感
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
と
と
も
に
、
保
育
士
や
他
児
か
ら
褒
め
ら
れ
た
り
、
感
情
を
共
有
す
る
経
験
を
通
じ
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
た
り
、
我
慢
す
る
等
の
複
雑
な
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
堀田千絵・花咲宣子・堀田伊久子：保育・教育課程に基づく年間指導計画の形成的評価とアセスメントの重要性
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表
2
人
物
画
描
出
に
特
定
し
た
年
間
指
導
計
画
（
年
間
を
通
し
た
指
導
案
）～
3
歳
か
ら
4
歳
～
Ⅰ
：
ご
た
ご
た
期
Ⅱ
：
開
放
期
Ⅲ
：
も
り
あ
が
り
期
Ⅳ
：
ま
と
め
期
5
月
7
月
9
月
11
月
3
月
テ
ー
マ
自
分
の
顔
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
～
顔
を
か
い
て
み
よ
う
～
自
分
の
顔
と
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
～
顔
、
体
を
か
い
て
み
よ
う
～
自
分
の
顔
と
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
～
覚
え
て
る
か
な
？
自
分
の
顔
、
体
を
か
い
て
み
よ
う
～
子
ど
も
の
姿
新
し
い
ク
ラ
ス
に
な
り
、
担
任
も
変
わ
っ
た
こ
と
で
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
反
面
、
新
入
園
児
や
環
境
の
き
り
か
え
が
難
し
い
子
ど
も
も
お
り
、
活
動
に
個
人
差
が
み
ら
れ
る
。
戸
惑
い
を
み
せ
な
が
ら
も
、
保
育
者
の
声
か
け
に
応
じ
な
が
ら
、
顔
を
楽
し
ん
で
触
り
な
が
ら
描
く
こ
と
を
楽
し
む
描
く
時
に
必
要
に
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
知
的
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
自
分
で
描
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ
て
く
る
象
徴
機
能
や
観
察
力
を
土
台
と
し
、
想
像
力
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
描
出
の
際
に
も
自
発
的
な
言
動
が
多
く
な
る
。
同
時
に
、
予
測
や
期
待
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
描
く
前
に
失
敗
へ
の
予
期
不
安
や
、
予
想
通
り
に
描
け
な
い
こ
と
へ
の
不
満
か
ら
葛
藤
を
経
験
す
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
と
と
も
に
、
保
育
士
や
他
児
か
ら
褒
め
ら
れ
た
り
、
感
情
を
共
有
す
る
経
験
を
通
じ
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
た
り
、
我
慢
す
る
等
の
複
雑
な
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
ね
ら
い
養
護
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
表
現
し
た
い
気
持
ち
を
自
由
に
あ
ら
わ
し
、
活
動
に
主
体
的
に
、
ま
た
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
教
育
自
分
の
顔
の
部
位
を
鏡
で
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
部
位
の
名
前
や
機
能
、
大
き
さ
や
形
状
、
厚
み
、
色
な
ど
の
感
覚
を
味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
等
を
使
い
自
由
に
表
現
す
る
。
絵
の
具
の
筆
の
使
用
を
通
し
、
手
指
機
能
を
鍛
え
る
自
分
の
顔
や
体
の
部
位
を
確
認
し
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
部
位
の
名
称
、
大
き
さ
や
形
状
、
厚
み
、
色
な
ど
の
感
覚
を
味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
等
を
使
い
描
き
、
描
出
に
関
わ
る
独
り
言
が
増
え
、
思
考
の
深
化
が
み
ら
れ
る
す
で
に
知
っ
て
い
る
自
分
の
顔
に
つ
い
て
は
描
く
こ
と
を
楽
し
み
、
体
の
部
位
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
や
形
状
、
厚
み
な
ど
の
感
覚
を
味
わ
い
つ
つ
描
く
見
通
し
を
持
っ
て
活
動
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
等
を
自
由
に
使
う
こ
と
で
、
没
頭
し
て
描
く
こ
と
で
充
実
感
を
味
わ
う
流
れ
と
活
動
内
容
①
今
日
の
活
動
「
自
分
の
顔
を
描
く
」
を
伝
え
る
①
今
ま
で
の
活
動
を
覚
え
て
い
る
か
確
認
し
な
が
ら
、
今
日
の
活
動
「
自
分
の
顔
と
体
を
描
く
」
こ
と
を
伝
え
る
②
顔
・
目
・
口
・
鼻
・
髪
・
ま
ゆ
げ
・
耳
の
場
所
と
名
前
を
言
い
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
触
っ
て
い
く
②
顔
、
身
体
の
各
部
位
と
名
前
を
言
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
触
っ
て
い
く
③
画
用
紙
を
横
向
き
に
さ
せ
、
顔
の
部
位
の
場
所
に
つ
い
て
、「
目
は
ど
こ
だ
っ
た
か
な
？
触
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
問
い
か
け
な
が
ら
、
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
で
好
き
に
描
く
③
画
用
紙
を
横
向
き
に
さ
せ
、
顔
の
部
位
の
場
所
に
つ
い
て
問
い
か
け
な
が
ら
、
絵
の
具
と
ク
レ
ヨ
ン
で
好
き
に
描
く
と
と
も
に
、
顔
、
目
、
口
な
ど
と
対
応
す
る
色
に
つ
い
て
も
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
の
該
当
す
る
色
を
指
し
な
が
ら
示
す
③
画
用
紙
を
横
向
き
に
さ
せ
、
顔
の
部
位
の
場
所
に
つ
い
て
問
い
か
け
な
が
ら
、
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
で
好
き
に
描
く
③
画
用
紙
を
縦
向
き
に
さ
せ
、
顔
の
部
位
の
場
所
に
つ
い
て
問
い
か
け
な
が
ら
、
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
で
好
き
に
描
く
④
描
く
こ
と
を
終
え
、
片
付
け
に
入
り
、
次
の
活
動
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
る
予
想
さ
れ
る
子
ど
も
の
活
動
①
保
育
者
の
顔
を
み
る
②
自
分
の
顔
の
部
位
を
触
り
な
が
ら
名
称
を
声
に
だ
し
つ
つ
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
保
育
者
や
他
児
を
み
る
③
お
の
お
の
が
好
き
な
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
も
ち
、
自
分
の
顔
に
つ
い
て
名
称
を
唱
え
な
が
ら
描
く
③
お
の
お
の
が
好
き
な
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
も
ち
、
自
分
の
顔
や
体
に
つ
い
て
名
称
を
唱
え
な
が
ら
、
描
く
と
と
も
に
、
部
位
に
対
応
す
る
色
の
違
い
に
も
気
づ
き
、
対
応
す
る
色
を
使
お
う
と
す
る
④
片
付
け
を
し
て
昼
ご
は
ん
へ
と
気
持
ち
を
き
り
か
え
る
環
境
構
成
と
保
育
者
の
援
助
・
配
慮
①
子
ど
も
か
ら
保
育
者
の
顔
が
み
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
顔
を
1
度
は
み
る
よ
う
に
移
動
し
な
が
ら
、
話
を
す
る
＊
配
慮
児
は
注
意
集
中
が
持
続
困
難
な
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
状
況
を
み
て
名
前
を
呼
ん
で
注
意
を
ひ
く
よ
う
に
す
る
。
繰
り
返
し
同
じ
こ
と
を
言
う
よ
う
に
も
心
が
け
、
抑
揚
を
つ
け
て
話
を
す
る
②
顔
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
②
顔
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
②
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
覚
え
て
い
る
か
、
問
い
か
け
を
し
な
が
ら
、
顔
や
体
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
＊
配
慮
児
の
様
子
を
み
な
が
ら
、
部
位
の
接
触
と
命
名
を
子
ど
も
が
意
識
し
て
確
認
し
て
い
る
か
、
注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
を
机
に
出
す
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
を
机
に
出
す
→
絵
の
具
の
筆
を
手
に
取
っ
て
み
る
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
を
机
に
出
す
→
絵
の
具
の
筆
を
手
に
取
っ
て
み
る
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
や
体
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
＊
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
の
筆
に
注
意
が
向
か
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
一
緒
に
絵
の
具
の
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
を
も
つ
こ
と
を
誘
っ
た
り
、
自
発
的
に
持
と
う
と
す
る
よ
う
な
声
か
け
を
行
う
。
画
用
紙
の
向
き
を
確
認
し
見
渡
し
な
が
ら
、
触
っ
た
自
分
の
顔
や
体
を
描
く
こ
と
を
何
度
も
言
い
な
が
ら
活
動
に
入
れ
る
よ
う
に
促
す
＊
何
を
描
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
場
合
は
、
事
前
の
活
動
で
触
っ
た
顔
の
部
位
に
つ
い
て
再
度
触
り
な
が
ら
、
子
ど
も
が
自
分
で
描
く
こ
と
を
楽
し
め
る
よ
う
に
声
を
か
け
て
い
く
＊
不
安
そ
う
な
子
ど
も
に
は
、
描
け
た
場
合
の
応
答
的
励
ま
し
を
増
や
し
、
次
の
活
動
の
意
欲
を
引
き
出
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
④
片
付
け
に
入
る
こ
と
を
事
前
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
。
特
に
描
出
活
動
が
子
ど
も
の
満
足
の
い
く
よ
う
な
形
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
個
別
に
声
を
か
け
た
り
、
促
し
た
り
す
る
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表
3
人
物
画
描
出
に
特
定
し
た
年
間
指
導
計
画
（
年
間
を
通
し
た
指
導
案
）～
個
別
配
慮
児
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
評
価
事
前
評
価
保
育
活
動
の
形
成
的
評
価
顔
の
輪
郭
と
目
を
描
く
水
準
で
月
齢
と
は
約
8
か
月
の
差
で
遅
延
が
認
め
ら
れ
る
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
6
か
月
の
遅
延
で
あ
り
、
顔
の
輪
郭
と
目
、
そ
の
他
自
身
の
描
き
た
い
模
様
や
塗
り
つ
ぶ
し
が
み
ら
れ
、
顔
を
描
く
と
い
う
主
題
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ス
へ
の
慣
れ
も
考
慮
し
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
5
か
月
の
遅
延
で
あ
り
、
顔
の
輪
郭
、
髪
、
目
、
口
、
鼻
を
描
き
、
以
前
の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し
や
部
位
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
描
き
方
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
り
、
身
体
部
位
に
つ
い
て
も
関
心
を
も
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
た
の
で
、
次
回
か
ら
は
顔
の
み
な
ら
ず
身
体
部
位
を
触
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
活
動
を
増
や
す
こ
と
と
し
た
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
3
か
月
の
遅
延
で
あ
り
、
顔
の
輪
郭
、
髪
、
目
、
口
、
手
、
首
や
胴
体
、
顔
や
一
部
の
胴
体
が
描
か
れ
て
い
た
。
子
ど
も
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
る
と
同
時
に
描
き
方
が
わ
か
ら
ず
保
育
者
や
他
児
の
描
出
を
模
倣
す
る
と
い
う
か
か
わ
り
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
2
か
月
の
遅
延
で
あ
り
、
顔
の
輪
郭
、
髪
、
目
、
口
、
手
、
首
や
胴
体
、
腕
が
描
か
れ
て
い
た
。
子
ど
も
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
る
と
同
時
に
描
き
方
が
わ
か
ら
ず
保
育
者
や
他
児
の
描
出
を
模
倣
す
る
と
い
う
か
か
わ
り
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
6
か
月
の
進
展
が
認
め
ら
れ
、
顔
の
輪
郭
、
髪
、
目
、
口
、
手
、
首
、
耳
、
鼻
や
胴
体
、
腕
、
手
、
脚
、
足
、
さ
ら
に
衣
服
等
が
描
か
れ
て
い
た
。
子
ど
も
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
る
と
同
時
に
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
他
児
と
の
関
わ
り
や
保
育
者
に
描
い
た
も
の
を
み
せ
て
き
た
り
、
子
ど
も
な
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
満
足
げ
に
話
を
す
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
運
動
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
他
の
活
動
と
相
互
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
描
出
活
動
が
良
い
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
Ⅰ
：
ご
た
ご
た
期
Ⅱ
：
開
放
期
Ⅲ
：
も
り
あ
が
り
期
Ⅳ
：
ま
と
め
期
5
月
7
月
9
月
11
月
3
月
テ
ー
マ
自
分
の
顔
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
～
顔
を
か
い
て
み
よ
う
～
自
分
の
顔
と
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
～
顔
、
体
を
か
い
て
み
よ
う
～
自
分
の
顔
と
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
～
覚
え
て
る
か
な
？
自
分
の
顔
、
体
を
か
い
て
み
よ
う
～
環
境
構
成
と
保
育
者
の
援
助
・
配
慮
①
子
ど
も
か
ら
保
育
者
の
顔
が
み
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
顔
を
1
度
は
み
る
よ
う
に
移
動
し
な
が
ら
、
話
を
す
る
＊
配
慮
児
は
注
意
集
中
が
持
続
困
難
な
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
状
況
を
み
て
名
前
を
呼
ん
で
注
意
を
ひ
く
よ
う
に
す
る
。
繰
り
返
し
同
じ
こ
と
を
言
う
よ
う
に
も
心
が
け
、
抑
揚
を
つ
け
て
話
を
す
る
②
顔
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
②
顔
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
②
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
覚
え
て
い
る
か
、
問
い
か
け
を
し
な
が
ら
、
顔
や
体
の
部
位
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
触
る
→
名
前
を
言
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
部
位
に
い
く
＊
配
慮
児
の
様
子
を
み
な
が
ら
、
部
位
の
接
触
と
命
名
を
子
ど
も
が
意
識
し
て
確
認
し
て
い
る
か
、
注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
を
机
に
出
す
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
を
机
に
出
す
→
絵
の
具
の
筆
を
手
に
取
っ
て
み
る
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
③
用
意
し
て
あ
っ
た
、
白
い
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
を
机
に
出
す
→
絵
の
具
の
筆
を
手
に
取
っ
て
み
る
よ
う
に
促
し
、
今
触
っ
た
自
分
の
顔
や
体
を
描
い
て
み
よ
う
か
？
と
興
味
が
湧
く
よ
う
に
話
を
す
る
＊
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
の
筆
に
注
意
が
向
か
な
い
子
ど
も
が
に
つ
い
て
は
、
一
緒
に
絵
の
具
の
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
を
も
つ
こ
と
を
誘
っ
た
り
、
自
発
的
に
持
と
う
と
す
る
よ
う
な
声
か
け
を
行
う
。
画
用
紙
の
向
き
を
確
認
し
見
渡
し
な
が
ら
、
触
っ
た
自
分
の
顔
や
体
を
描
く
こ
と
を
何
度
も
言
い
な
が
ら
活
動
に
入
れ
る
よ
う
に
促
す
＊
何
を
描
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
場
合
は
、
事
前
の
活
動
で
触
っ
た
顔
の
部
位
に
つ
い
て
再
度
触
り
な
が
ら
、
子
ど
も
が
自
分
で
描
く
こ
と
を
楽
し
め
る
よ
う
に
声
を
か
け
て
い
く
＊
不
安
そ
う
な
子
ど
も
に
は
、
描
け
た
場
合
の
応
答
的
励
ま
し
を
増
や
し
、
次
の
活
動
の
意
欲
を
引
き
出
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
④
片
付
け
に
入
る
こ
と
を
事
前
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
。
特
に
描
出
活
動
が
子
ど
も
の
満
足
の
い
く
よ
う
に
終
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
個
別
に
声
を
か
け
た
り
、
促
し
た
り
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
評
価
個
別
配
慮
A
夫
A
夫
活
動
の
き
り
か
え
が
苦
手
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
、
描
画
活
動
の
事
前
活
動
の
時
か
ら
、
あ
と
で
一
緒
に
絵
を
描
く
の
が
楽
し
み
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
わ
せ
て
伝
え
て
お
く
。
言
語
発
達
水
準
は
年
齢
相
応
で
あ
り
、
思
考
力
や
模
倣
す
る
力
も
備
わ
っ
て
お
り
、
活
動
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
他
児
と
変
わ
ら
ず
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
力
を
発
揮
し
て
造
形
活
動
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
活
動
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
か
か
わ
る
。
活
動
を
妨
害
し
そ
う
な
声
の
大
き
い
子
ど
も
や
ク
レ
ヨ
ン
・
絵
の
具
が
取
り
合
い
に
な
り
、
活
動
に
集
中
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
子
ど
も
と
は
場
所
を
離
し
、
没
頭
し
や
す
い
場
の
環
境
を
設
定
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。
描
出
内
容
に
つ
い
て
本
児
が
自
由
に
満
足
に
語
り
、
そ
れ
を
み
と
め
伝
え
合
う
丁
寧
な
関
わ
り
を
徹
底
し
、
子
ど
も
に
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
わ
か
ら
な
け
れ
ば
一
緒
に
描
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
こ
と
、
自
分
の
描
き
方
が
認
め
ら
れ
、
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
声
を
か
け
る
か
か
わ
り
を
行
う
A
夫
の
描
出
水
準
事
前
評
価
：
顔
と
目
顔
と
目
、
塗
り
つ
ぶ
し
等
が
み
ら
れ
、
月
齢
と
の
差
が
8
か
月
で
遅
延
顔
の
輪
郭
、
目
、
鼻
、
口
、
髪
が
み
ら
れ
、
約
5
か
月
の
遅
延
顔
の
輪
郭
、
目
、
鼻
、
口
、
髪
、
首
や
手
ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
、
約
3
か
月
の
遅
延
顔
の
輪
郭
、
目
、
鼻
、
口
、
髪
、
首
や
手
ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
、
約
5
か
月
の
遅
延
顔
の
輪
郭
、
目
、
鼻
、
口
、
髪
、
首
、
腕
、
手
、
衣
服
や
脚
な
ど
を
描
き
約
6
か
月
分
の
進
展
活
動
に
入
る
前
に
不
安
な
表
情
を
示
し
、
最
初
は
抵
抗
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、
保
育
者
や
他
児
と
と
も
に
行
う
顔
の
部
位
を
触
る
活
動
を
行
う
う
ち
に
、
表
情
が
和
ら
ぎ
、
そ
の
後
の
描
出
の
活
動
も
特
別
に
配
慮
を
要
す
る
こ
と
な
く
奇
声
を
発
し
た
り
立
ち
歩
き
と
い
っ
た
行
動
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
活
動
の
際
に
は
見
守
り
な
が
ら
今
回
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
続
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
活
動
に
入
る
前
に
描
出
活
動
で
あ
る
こ
と
を
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
で
き
る
活
動
と
し
て
A
夫
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
活
動
を
ど
こ
で
い
つ
す
る
の
か
と
自
分
か
ら
問
い
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
他
児
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
た
活
動
を
行
っ
た
日
の
朝
、
母
親
か
ら
叱
ら
れ
た
こ
と
で
気
分
が
落
ち
込
み
、
す
べ
て
の
活
動
を
引
き
ず
っ
て
楽
し
め
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
無
理
に
活
動
に
入
る
よ
う
に
は
せ
ず
、
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
気
持
ち
が
そ
れ
た
り
、
他
児
に
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
、
個
別
に
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
な
り
の
気
持
ち
の
や
り
場
の
な
さ
を
で
き
る
だ
け
活
動
中
に
解
消
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
た
月
齢
と
比
べ
て
描
出
水
準
は
約
6
か
月
の
進
展
が
認
め
ら
れ
、
顔
の
輪
郭
、
髪
、
目
、
口
、
手
、
首
、
耳
、
鼻
や
胴
体
、
腕
、
手
、
脚
、
足
、
さ
ら
に
衣
服
等
が
描
か
れ
て
い
た
。
A
夫
は
満
足
し
て
活
動
に
没
頭
し
た
様
子
で
あ
る
と
同
時
に
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
他
児
と
の
関
わ
り
や
保
育
者
に
描
い
た
も
の
を
み
せ
て
き
た
り
、
子
ど
も
な
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
満
足
げ
に
話
を
す
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
運
動
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
他
の
活
動
と
相
互
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
描
出
活
動
が
良
い
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
個
別
配
慮
B
男
B
男
：
円
錯
画
水
準
で
あ
り
、
顔
を
描
く
段
階
の
素
地
が
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
思
考
、
言
語
水
準
は
1
歳
以
上
の
遅
延
が
あ
り
、
指
示
が
一
度
で
は
入
ら
ず
記
憶
の
定
着
度
が
年
齢
相
応
よ
り
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
た
め
、
活
動
の
際
に
は
横
や
後
ろ
に
座
り
、
個
別
に
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
を
心
が
け
る
。
活
動
が
止
ま
っ
て
い
な
い
か
を
常
に
留
意
し
、
描
出
の
際
に
は
、
顔
や
体
が
十
分
に
描
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
子
ど
も
が
描
い
た
内
容
か
ら
話
を
し
た
り
、
尋
ね
た
り
し
て
、
子
ど
も
自
身
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
、
自
分
の
描
い
た
内
容
に
配
慮
す
る
。
時
に
は
、
顔
の
輪
郭
を
保
育
者
が
、
目
を
子
ど
も
が
描
く
な
ど
、
交
互
に
描
き
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
通
し
て
描
出
活
動
を
進
め
て
い
く
B
男
の
描
出
水
準
事
前
評
価
：
円
錯
画
円
錯
画
が
み
ら
れ
、
月
齢
と
の
差
は
6
か
月
で
遅
延
円
錯
画
が
み
ら
れ
、
輪
郭
と
目
ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、依
然
と
し
て
月
齢
と
の
差
は
6
か
月
で
遅
延
輪
郭
と
目
ら
し
き
も
の
、鼻
が
み
ら
れ
る
が
、複
数
の
目
ら
し
き
も
の
と
模
様
が
描
か
れ
、月
齢
と
の
差
は
8
か
月
で
遅
延
顔
の
輪
郭
、
目
、
鼻
、
口
が
み
ら
れ
る
が
、
複
数
の
模
様
が
描
か
れ
、
月
齢
と
の
差
は
8
か
月
で
遅
延
顔
の
輪
郭
、
髪
の
毛
、
目
、
鼻
、
口
、
髪
、
胴
体
、
脚
が
み
ら
れ
、
月
齢
と
の
差
は
5
か
月
の
遅
延
保
育
者
の
話
を
き
い
て
い
る
様
子
に
は
み
て
と
れ
る
が
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
周
囲
を
見
渡
し
、
自
分
の
絵
を
描
く
と
い
う
活
動
で
あ
る
と
い
う
場
の
理
解
が
乏
し
い
様
子
で
あ
っ
た
た
め
、
集
団
場
面
で
の
B
男
を
個
別
に
呼
ん
だ
り
と
過
度
に
注
意
を
向
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
別
の
保
育
者
が
隣
や
後
ろ
に
つ
き
、
一
つ
ず
つ
一
緒
に
活
動
を
行
う
こ
と
を
徹
底
す
る
か
か
わ
り
と
変
え
た
こ
と
で
、
顔
の
部
位
を
触
る
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
描
出
活
動
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
円
錯
画
の
段
階
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
描
出
活
動
自
体
は
楽
し
め
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
他
児
が
ま
だ
描
い
て
い
る
場
合
は
、
複
数
枚
画
用
紙
を
用
意
し
、
描
き
た
い
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
関
わ
り
を
行
っ
た
保
育
者
の
話
を
き
い
て
い
る
様
子
に
は
み
て
と
れ
る
が
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
周
囲
を
見
渡
し
、
自
分
の
絵
を
描
く
と
い
う
活
動
で
あ
る
と
い
う
場
の
理
解
が
乏
し
い
様
子
で
あ
っ
た
が
、
以
前
の
よ
う
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
遅
れ
な
が
ら
も
他
児
を
み
な
が
ら
、
自
分
で
で
き
た
時
に
は
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
集
団
場
面
で
の
B
男
を
個
別
に
呼
ん
だ
り
と
過
度
に
注
意
を
向
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
別
の
保
育
者
が
隣
や
後
ろ
に
つ
き
、
一
つ
ず
つ
一
緒
に
活
動
を
行
う
こ
と
を
徹
底
す
る
か
か
わ
り
と
変
え
た
こ
と
で
、
顔
の
部
位
を
触
る
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
円
錯
画
の
段
階
か
ら
顔
の
輪
郭
と
目
ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
描
出
活
動
自
体
は
楽
し
め
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
他
児
が
ま
だ
描
い
て
い
る
場
合
は
、
複
数
枚
画
用
紙
を
用
意
し
、
描
き
た
い
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
関
わ
り
を
行
っ
た
活
動
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
依
然
と
し
て
、
活
動
に
積
極
的
に
自
発
的
に
関
わ
る
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
。
注
意
が
そ
れ
て
立
っ
た
り
し
そ
う
な
と
き
に
は
、
横
に
保
育
者
が
つ
き
、
B
男
と
視
線
を
合
わ
せ
な
が
ら
関
わ
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。
描
出
の
際
に
は
、
顔
の
部
位
を
再
度
触
り
な
が
ら
、
保
育
者
が
目
は
ど
こ
？
鼻
は
ど
こ
？
な
ど
と
い
い
な
が
ら
描
き
、
保
育
者
と
B
男
が
交
互
に
絵
を
描
き
あ
う
と
い
う
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
、
楽
し
ん
で
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
回
に
お
い
て
も
、
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
面
に
遭
遇
し
そ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
活
動
を
細
か
く
区
切
り
、
子
ど
も
と
確
認
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
活
動
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
く
、
保
育
者
の
問
い
か
け
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
顔
の
部
位
を
触
る
場
合
は
、
個
別
の
関
わ
り
を
必
要
と
し
な
く
て
も
自
発
的
に
進
め
ら
れ
、
真
剣
に
行
お
う
と
す
る
意
欲
も
み
て
と
れ
た
。
描
出
の
際
に
は
、
他
児
と
比
べ
て
時
間
が
か
か
る
た
め
、
時
間
を
み
な
が
ら
満
足
が
得
ら
れ
た
様
子
で
あ
れ
ば
、
次
は
何
を
描
こ
う
か
と
促
し
な
が
ら
活
動
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
中
で
、
描
出
し
た
内
容
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
場
面
も
認
め
ら
れ
た
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のであることを念頭に置く必要がある。す
なわち、表 1に示した「子どもが環境にか
かわって経験する事項」は、保育者が環境
に出会わせるしかけを用意することによっ
て促されるものである。先述したように、
描出遅延の実態を理解していれば、積極的
で適切な環境のしかけは、表 1に示した保
育の内容を機能させるための材料となる。
そのため、表 2に示した、保育者の援助・
配慮や留意事項が重要となり、これが実際
の指導案として活用されることとなる。個
別配慮を要す子どもは特に重要事項である
（表 3）。以下では、このことを踏まえ年間
指導計画を作成したい。
Ⅳ．年間指導計画の作成
本報告が、数ある表現活動の中から人物
画の描出に焦点を当てた理由として、その
描出から保育のねらい及び内容の各領域と
接点を有し、描出指導によって多くの発達
的側面を後押しすることが期待される点、
さらにその後の指導計画の振り返りから子
どもの描出水準を客観的に窺い知ることが
できる点であった。さらに、特に園独自の
指導計画に重きを置くことが期待されてい
る昨今5, 15）、現代の子どもは描出遅延が認
められ、保育指導計画として積極的に導入
し実践することは自然なことである。特に
子どもの育ちの道筋を保育者が明確にして
おくことは人物画をテーマとする場合に限
ったことではないが、特に自分を描くとい
う主題において、子どもたちに何の手がか
りもないまま自分を描くように求めても、
描き方がわからず戸惑い、描くことの楽し
さを味わえないことが容易に想像される。
そのため、表 1の保育の内容を指導計画と
して具現化する際に、人物画の描出方法を
3歳児の発達過程、発達特性、また眼前の
3歳児の現状にあわせ、さらに明確にして
おかなくてはならない。そのため、本報告
は、これまで人物画の描出方法として有効
であることが明らかにされてきた、身体部
位の接触とその想起を促す支援方法16～18）
を導入し計画を作成することとした。具体
的には、顔や身体部位を自分で触る、観
る、確認する、命名する等の視覚・触覚・
聴覚といった多覚的要素によって確認させ
ることで、言語による指示が入り難い子ど
もにも記憶内に留め易くなると想定してい
る。さらに、その後記憶内に留めた身体部
位を改めて想起させ、表現させる過程が含
まれる。これらは、子ども個人で遂行速度
に差がみられるため、個別配慮を随時取り
入れていくことになる。
Ⅴ．指導計画に沿った保育活動
以降では、表 2において作成した保育の
指導計画に沿い、各期の子どもの姿を配慮
しながら人物画描出の活動を報告する。
1 活動報告
対象幼児 18 名（男児 6 名、女児 12
名）であり、4月当初 3歳 1ヶ月から 4歳
1ヶ月児（M（月齢）＝42.11, SD（月齢）＝
2.96）を含んでいた。
活動概要 表 2 の通り、事前評価（4
月）、5月、7月、9月、11月、3月におい
て活動を実施した。著者らは、保育者と活
動内容のズレや指導目標の捉え違いがない
よう事前に活動内容の研修を行い、実際の
活動時のチェック、活動後の分析と形成的
評価にも携わった。
評価項目（グッドイナフ人物画知能検
査8, 10）によるアセスメントを通した活動の
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量的評価と活動を通じて認められた子ども
の変化に関する質的評価）
まず 5月以降の活動に備えるため、4月
時点での子どもの描出の状態を、事前評価
として把握した。その結果、顔の輪郭と目
のみを描く水準にあるとともに、何を描い
てよいかわからず活動に没頭できず楽しむ
ことができない様子が見て取れた。このた
め、本報告は、これまで個別配慮児に対し
ても人物画の描出方法として有効であるこ
とが明らかにされてきた、身体部位の接触
とその想起を促す支援方法16～18）を導入す
ることとした。具体的には、顔や身体部位
を自分で触る、観る、確認する、命名する
等の視覚・触覚・聴覚といった多覚的要素
によって確認させることで、言語による指
示が入り難い子どもにも記憶内に留め易く
なると想定するものであり、上述したとお
りである。さらに描出水準を 5 月、7 月、
9月、11月、3月ごとに活動後の評価を行
う目的で、クラス全体の描出水準を把握す
るためにグッドイナフの人物画知能検査の
得点表を用いて描出を得点化し、形成的評
価を行った。
2 結果
指導計画に沿った活動における描出につ
いて得点化した結果と生活月齢について図
1に示した。描出の算出方法は、上述した
ように、例えば、顔の輪郭、目、口、鼻は
4点といった形で得点化され、グッドイナ
フ発達検査に則り、3歳 6か月水準として
算出される。これらの算出方法に基づき、
描出水準を提示する。本報告の目的は、生
活月齢と描出月齢に有意な差が認められる
かどうかを明らかにすることではないた
め、統計的な分析を実施せず、記述するに
留めることとする。また、以下では、各期
に併せた月ごとの活動別に結果を述べるこ
ととする。
（1）5月：図 1を概観すると、新しい生活
に慣れるまでのごたごた期であることもあ
り、約 8か月の遅延が認められているが、
保育者は焦らず、子どもたちが活動を楽し
んでいるか、自分で描きたいという自発性
や意欲が促され、描くことによって欲求が
満たされているかの情緒の安定に配慮した
関わりを重視した。前述したように、8か
月の遅延は現代の幼児において全般的に認
められるものであり6, 7）、特に描画に力を
入れていないといった点や特別な幼児を選
定したわけではないことを付記しておく。
（2）7月：さらに、7月は 5月と同様の内
容とし、反復した活動を実施することで、
繰り返しの経験による積み上げが可能とな
るよう配慮した。結果として、生活月齢と
描出月齢の差は約 6か月となり、5月当初
の 8 か月に比べ差が小さくなった。さら
に、予想される子どもの姿に近似した実際
の姿がみられ、保育者の話に耳を傾けると
同時に、わからない場合は保育者に不安な
表情をみせたり、自発的に描き方を求める
図 1 生活月齢との比較でみた指導計画に沿った活
動後の描出月齢の算出時期の評価
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といった姿が確認され、保育者の積極的か
かわりとともに、描けた際の子どもの満足
度も 5月よりさらに強まる傾向が認められ
た。
（3）9月：9月は、7月までの顔の部位接
触のみならず、胴体や脚、腕などにも子ど
もたちの関心を広げられるよう配慮した。
結果として月齢の差は約 3か月となり、7
月の 6か月と比べ差が小さくなった。さら
に、描き方がわからない場合は保育士を呼
ぶ声や、他児に耳はどこか問いかけする場
面、服の色や靴の模様やキャラクターに注
意を向ける様子も確認され、描出を通して
部位の名称や色、自分や他者への意識が強
まることが期待されるような活動となっ
た。
（4）11月：11月は、運動会などの様々な
活動を積み重ねてきたことで、子どもも落
ち着きをみせ、活動自体にじっくり取り組
む姿勢が確認された。描出水準は、月齢と
比べて約 2か月の遅延であり、9月時点よ
りも差が小さくなった。また顔の輪郭、
髪、目、口、手、首や胴体、腕が描かれて
おり、子どもは満足して活動に没頭した様
子であると同時に、描き方がわからず保育
者や他児の描出を模倣するという様子もみ
られた。
（5）3月：まとめの時期にあたるため、保
育者も年間を通して行ってきた活動を総合
的に集約する意味で、子どもたちにこれま
での活動を振り返るよう促しながら、顔・
身体部位の接触を行った後、描出活動に入
るよう促した。月齢と比べて描出水準は約
6か月の進展が認められ、顔の輪郭、髪、
目、口、手、首、耳、鼻や胴体、腕、手、
脚、足、さらに衣服等を描くようになって
おり、子どもたちは自身が描いた内容を他
児と比較したり、物足りなさを感じながら
も、保育者に向かい、得意げに描出した自
身の絵を見せにくる姿が確認された。特
に、子どもなりのエピソードを添えて話を
する様子がみてとれた点は、人物画の描出
活動が、子ども主体の遊びや経験を表現す
る内的過程に取り込まれたことを示唆する
ものと考えられ、運動会や子ども会などの
他の活動と相互に影響を受けながら描出活
動が良い影響を受けたものと結論付けるこ
とができる。
3 個別の配慮を要する幼児への指導計画
に基づく指導とその結果（表 3）
対象クラスにおいては、2名の男児が、
集団から外れ奇声を発する、他児に近づ
き、おもちゃの取り合いや言い合いから噛
みつきなどが発生するといったことが認め
られてきた。これらの活動は、保育園での
安全で安心した生活の妨害となることが想
像でき、当該の 2名の幼児のみならず、ク
ラスの他児の生命の保持や情緒の安定とい
った養護の側面を阻害する危険性もある。
そのため、人物画の描出活動においては、
これら 2名の幼児が描きたいと思える指導
のあり方に留意し、発達水準のみに目を向
けないよう特に配慮することとした。特
に、2名の幼児は活動に興味・関心が持て
ない場合に上記の行動を示し、没頭できる
活動であればそういった行動を示さないこ
とを確認している。そのため、前述にある
身体部位の接触とその想起を促す支援方
法16～18）をさらに丁寧な水準とすることを
徹底した。これらの活動とその結果を表 3
に示し、特に留意すべき点は、保育者の援
助配慮として記載した。
A 夫については、年間を通した活動の
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積み上げが気分の変動に左右されることも
多く、活動の遂行やそれによって得られる
描出水準にばらつきが認められた。しか
し、3月においては、月齢と比べて描出水
準は約 6 か月の進展が認められ、顔の輪
郭、髪、目、口、手、首、耳、鼻や胴体、
腕、手、脚、足、さらに衣服等が描かれて
いた。満足して活動に没頭した様子である
と同時に、活動がスムーズになり他児との
関わりも増え、保育者に描いたものをみせ
たり、子どもなりのエピソードを添えて満
足げに話をする様子がみてとれるようにも
なっていた。
また、B 男については、事前の発達状態
を把握した段階から、言語においては 1歳
以上の遅延が認められ、手指機能も同年齢
児と比べて幼さが確認されている。そのた
め、他児と同様に活動を遂行することが困
難であり、活動から外れる可能性が十分に
考えられたため、保育者が隣や後ろにつき
ながら行うことを徹底した。その結果、3
月においては、活動から外れることはな
く、保育者の問いかけに注意が向けられる
ようになり、活動自体を楽しんでいる様子
が見て取れた。5月から積み上げてきた顔
の部位を触る場合は、個別の関わりを必要
としなくても自発的に進められ、真剣に行
おうとする意欲もみてとれた。描出の際に
は、他児と比べ時間がかかるため、保育者
が時間をみながらも、B 男が満足している
様子が確認された場合は、次の身体部位の
描出へと注意をきりかえることができるよ
うな声かけによって活動を一緒に進めてい
った。その結果、3月には描出した内容を
説明しようとする場面も認められ、B 男な
りの成長がみてとれた。
4 指導上の結果とまとめ
人物画を題材とした年間の指導計画にお
いて、指導の転換期は 7月にあると振り返
ることができる。その理由は以下の通りで
ある。特に 7月と 5月の活動との違いは、
描く際に使用するクレヨンや絵の具を前に
して、顔の色が肌色、目は黒、口は赤とい
ったことについて、保育者が声をかけなが
ら子どもたちに関わった点にある。注意す
べきは、顔の部位がすべて同じ色ではない
ことを子どもが自発的に気づき、クレヨン
や絵の具でその気づきを表現したいと感じ
ることにより、それぞれの子どもの絵の遊
びが進展し、自身や保育者、他児の顔をま
じまじと観察する姿が確認されることをね
らった点にある。ここで、保育者が、顔は
肌色であるからといって肌色のクレヨンや
絵の具を最初から用意し、子どもに持たせ
て絵を描かせる活動を導入すると、子ども
の気づきや発見といった内発的な動機によ
って生じる貴重な学習の機会を奪ってしま
うことになりかねない。自発的な気づき
は、その後の活動を持続させたい欲求と集
中力を養う内的変化として重要視すべきで
ある19, 20）。このように、自分を描くという
主題を通して、子どもたちは発見から湧き
上がる内発的動機づけに基づき活動を行う
中で、情緒の安定がもたらされると考えら
れる19）。同時に、色、顔、描くといった別
個の材料が、保育者の働きかけによって結
びつき、別個では吸収することが困難な知
識の再構成が生じたことが推察される。例
えば、黒、赤といった色の知識が顔の部位
と連合し、それを自身が絵の具やクレヨン
を用いて使うことによって、知識の構造化
が生じる。すなわち、クレヨンの黒は自分
の髪や先生の髪、他児の髪と同じで、絵の
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具によっても描くことができるといった具
合に、知識の体制化が生じているものと推
察できる。
これらの活動を土台し、9月から開始し
た顔のみならず身体部位全般を通した活動
にも子どもたちの興味・関心は般化し、子
ども主体の描出活動が展開されたと結論付
けられるといえる。
Ⅵ．総括－指導計画の評価と見直し－
本報告の目的は、昨今の幼児における描
出能力の低下を鑑み、個別の配慮を要する
幼児にも留意しながら、人物画を題材とし
た保育課程に基づく年間指導計画を作成す
ることであった。これらは表 2に示した。
また、保育所保育指針に則り、保育の内容
と人物画描出によって培われることが期待
される発達領域の接点を明示することで、
指導計画の根底にある保育のねらいと育て
たい事項を具体化する資料を作成し、これ
を表 1に示した。これらの作成過程におけ
る作成方法や留意事項は、他の造形や描出
といった表現活動、及び保育で行われるす
べての遊びを通した生活全般における指導
計画においても般化させるべきであり、今
後も本報告が例にした人物画以外の題材に
おいて、園独自の指導計画を作成していく
試みが必要であることは言うまでもない。
ここでは、指導計画を実行した上で生じ
た見直しの観点と本報告が最も強調する形
成的評価の重要性を述べた上で総括とした
い。
1 指導計画の実行と発達水準を基盤とし
たアセスメントにおける形成的評価の
重要性
本報告は、人物画を題材とした指導計画
を作成するのみにとどまらず、実際に 3歳
から 4歳を対象としたクラスに対し、指導
計画に沿って実行した。特に、年間を通し
た活動からみえてくる重要な観点は、保育
者のかかわりのどの部分が修正されるべき
であり、今後どのような指導計画と実行の
あり方が適切であるかといった方針を明確
にしてくれるところである5）。
これらの活動を支えるのは、本報告が強
調している形成的評価である。形成的評価
は、当該の指導計画や活動の流れを実行す
ることで、育てたい保育の内容が子どもに
身についたかを保育者や子どもの発達のア
セスメントを行うことによって明らかにし
ていく評価タイプである21, 22）。これらの評
価に関しては、クラス全体として表 3に、
個別の配慮を要する幼児については表 4に
示した。特にこれらの活動に付随する重要
な評価は 2つある。第 1に、子どもの様子
を質的に捉え、観察して得た保育者の主観
的評価と保育者間で共通に感じた狭義の意
味の客観的評価である。この評価は多くの
保育課程や保育所保育指針の解説書等にも
記載されている点である5, 15）。第 2に、描
出水準をグッドイナフ人物画検査によって
算出することで、子どもの描出内容の水準
から保育者のかかわりが適切であったかを
客観的に評価する取り組みである。後者の
客観的評価が可能であるため、人物画描出
を題材として選定することが重要である点
はすでに述べたとおりであるが、これらの
複合的で体系的な評価の視点は、保育者の
日々の保育活動を観る目を養うばかりでは
なく、保育の指導計画を作成する際にも重
要な視点を提示してくれる。
特に、年間の指導計画を通し、子どもの
観察における質的評価、量的評価、保育者
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の感じ得た評価といった形成的評価によっ
て得られた成果は大きく 2つである。1つ
は、作成した指導計画により、子どもが描
出活動に没頭し、満足感を得ながら自己肯
定感が育まれていったことが推察されるの
と同時に、描出内容にも徐々に進展が認め
られ、育てたい教育的側面と養護的側面が
相互に良い影響を受けたことである。これ
らは発達水準の 3月における 6か月分の進
展となって結果的にあらわれたことになる
（図 2）。これらの活動を実施してない同年
齢のクラスでは、依然として描出年齢が生
活年齢を下回る結果（図 3）となり、そう
いったクラスでは描画活動に楽しんで取り
組むことのできない子どもが多く含まれて
いることが推察される。
形成的評価によって得られた 2点目の成
果は、描出を通じて得られたことによる指
導計画の改善案が以下のように特定できた
ことである。それは、画用紙の向きにかか
わる点に反映される。特に 5月から 11月
においては、画用紙を横向きにさせること
で子どもに描出を促していた。横向きにさ
せることで顔を大きく描くことができる一
方で、11月からは顔のみならず身体部位
の描出も可能になってくる時期であった。
横向きの画用紙に顔を大きく描くことで胴
体以降を描くことができなくなる。このと
きに、「縦向きにしたら描けるのではない
か」と子どもに問いかけをしていたとすれ
ば、子どもによってはさらに描出内容が進
展し、より表現したい自分を描く機会につ
ながっていた可能性がある。4歳前後で子
どもが自発的に縦向きに描くことを発見す
ることは困難であるため、縦にすると胴体
も描きやすいという発見を子どもたちに気
づかせる働きかけが必要であったことが明
確となった。すなわち、予想される子ども
の姿や活動の流れに上記の改善点を組み込
み、指導計画をより具体的で体系的な枠組
みとして修正していくことが可能となる。
2 まとめと今後の方向性
本報告は、特に描出遅延が顕著になる 5
歳以前6, 7）の人物画の描出支援をターゲッ
トとし、第 1に、おおむね 3歳児から 4歳
児のクラスを対象に、保育課程を基盤とし
た保育の内容を人物画描出によって育まれ
ることが期待される観点との接点によって
作成すること、第 2に、第 1を参考に、保
図 3 本報告における活動を実施していないクラ
スにおける人物画描出活動の 3月の結果
図 2 指導計画に沿った活動後の描出月齢－生活月
齢の結果
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育のねらいと各期を配慮した年間指導計画
を作成した。第 3に、それらの指導計画の
実行と形成的評価の介入における子どもの
成長過程の記録を報告した上で、要配慮児
における個別の指導計画についても作成し
評価した。第 4に、年間指導計画における
修正・改善点を明確にした。これらは、保
育所保育指針に則った保育課程を基に、指
導計画を年間といった長期的な観点と短期
的な視点から捉え、指導の計画、実行、評
価を行い、改善案を提示することを意味す
る。すなわち本報告は、人物画描出を題材
とし、保育の計画そのものについて事例を
通し報告したと言い換えることができる。
保育課程は、保育の羅針盤であると同時
に、眼前の子どもの発達水準を理解した上
で柔軟に活用されるべきである。今後は、
本報告が強調する形成的評価を取り入れ、
個別の配慮を要する子どもへの保育・教育
課程のあり方と指導計画について実行し、
評価する実践研究が必要であるといえ
る5, 15）。
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